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医療・保健・福祉
バ
ラ
ン
ス
機
能
訓
練
教
室
高
齢
者
の
転
倒
予
防
を
目
的
と
し
て
、
金
沢
市
内
３
地
区
の
60
歳
代
と
70
歳
代
を
対
象
に
、
バ
ラ
ン
ス
機
能
訓
練
教
室
を
開
催
し
た
。
教
室
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
及
び
そ
の
身
体
要
因
、
訓
練
法
を
概
説
し
、
訓
練
前
後
の
測
定
に
よ
っ
て
訓
練
効
果
を
判
定
し
た
。
訓
練
に
は
開
発
し
た
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ド
を
用
い
、
１
日
６
分
間
の
訓
練
を
３
週
間
課
し
た
。
測
定
項
目
は
、
床
振
動
負
荷
を
用
い
た
予
測
的
姿
勢
制
御
適
応
能
、
誘
発
脳
波
を
用
い
た
認
知
機
能
、
指
屈
曲
動
作
を
用
い
た
選
択
反
応
時
間
、
下
腿
筋
力
、
股
関
節
と
足
関
節
の
柔
軟
性
と
し
た
。
訓
練
で
得
ら
れ
た
成
果
は
、
転
倒
と
深
く
関
わ
る
日
常
生
活
動
作
の
改
善
、
筋
力
や
関
節
の
柔
軟
性
の
向
上
、
及
び
脳
の
認
知
機
能
を
含
め
た
神
経
機
能
の
改
善
だ
っ
た
。（
大
学
院
医
学
系
研
究
科
）
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
が
ん
医
療
の
最
前
線
」
毎
回
が
ん
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設
け
、
市
民
に
対
し
金
沢
大
学
が
ん
研
究
所
と
附
属
分
子
標
的
薬
剤
開
発
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
・
研
究
内
容
及
び
最
新
の
が
ん
医
療
技
術
を
臨
床
系
、
基
礎
系
か
ら
選
出
さ
れ
た
教
員
が
映
像
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い
る
。
講
演
後
は
、
日
ご
ろ
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
質
問
・
相
談
を
受
け
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
開
催
日
は
出
席
し
や
す
い
土
・
日
曜
日
な
の
で
、
夫
婦
、
親
子
、
若
者
な
ど
広
い
範
囲
の
年
齢
層
が
出
席
す
る
。
（
が
ん
研
究
所
）
市
民
の
病
院
見
学
ツ
ア
ー
附
属
病
院
の
医
療
安
全
へ
の
取
り
組
み
を
一
般
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
昨
年
11
月
17
日
に
院
内
見
学
ツ
ア
ー
＝
写
真
＝
を
実
施
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
た
「
医
療
安
全
推
進
週
間
」
に
関
連
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
２
回
目
。
平
成
15
年
度
は
13
人
28
気になる心身のトラブル
健康に関する悩みを解決
ちょっとしたことから大きな異変まで、私たちの心身の悩みは尽きることがない。
健康なときこそ万一に備え、ある程度の知識を身につけておくことも必要だろう。
これら一つひとつの事業がきっとあなたの役に立つはずだ。
が
参
加
し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
、
班
別
に
検
査
部
門
で
の
取
り
違
え
防
止
の
取
り
組
み
や
各
シ
ス
テ
ム
、
薬
剤
部
門
で
の
各
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
調
剤
ミ
ス
防
止
、
栄
養
管
理
室
・
厨
房
部
門
で
の
食
中
毒
防
止
な
ど
の
取
り
組
み
を
担
当
者
が
説
明
し
た
。
参
加
者
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
や
ベ
ッ
ド
洗
浄
セ
ン
タ
ー
、
病
棟
デ
ィ
ル
ー
ム
な
ど
も
見
学
し
た
。
（
医
学
部
附
属
病
院
）
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
心
の
病
気
は
こ
わ
く
な
い
」
県
内
中
学
校
教
職
員
を
対
象
に
、
大
学
教
員
を
中
心
と
し
た
精
神
科
医
や
臨
床
心
理
士
が
５
回
シ
リ
ー
ズ
（
１
回
２
講
義
）
で
、
精
神
障
害
の
解
説
を
講
義
形
式
で
行
っ
た
。
教
職
員
の
参
加
し
や
す
い
夏
休
み
に
実
施
し
、
毎
回
20
〜
30
人
の
出
席
が
あ
っ
た
。
精
神
障
害
に
は
あ
り
ふ
れ
た
病
気
が
多
い
が
、
い
わ
ゆ
る
偏
見
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
歴
史
的
な
経
緯
が
あ
り
、
正
し
い
知
識
の
啓
発
が
以
前
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
精
神
科
の
敷
居
も
低
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
一
般
の
人
々
の
正
し
い
知
識
を
得
よ
う
と
い
う
意
欲
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
は
、
心
の
病
の
正
し
い
理
解
の
一
助
に
も
な
っ
た
よ
う
で
、
今
後
も
引
き
続
い
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
（
医
学
部
附
属
病
院
）
第
10
回
ア
レ
ル
ギ
ー
週
間
講
演
と
相
談
会
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
協
会
北
陸
支
部
石
川
県
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
週
間
（
２
月
20
日
前
後
の
１
週
間
）
に
合
わ
せ
、
一
般
を
対
象
に
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
講
演
と
相
談
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、
第
10
回
を
迎
え
る
平
成
16
年
は
、
２
月
21
日
に
ホ
テ
ル
イ
ン
金
沢
で
開
い
た
。
医
学
部
附
属
病
院
の
呼
吸
器
内
科
、
小
児
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
お
よ
び
皮
膚
科
の
医
師
が
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
薬
の
効
果
と
副
作
用
」
と
い
う
テ
ー
マ
で，
各
科
に
関
連
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
講
演
と
個
別
相
談
会
を
行
っ
た
。
本
会
に
よ
っ
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
適
切
な
治
療
法
が
一
般
に
普
及
す
る
こ
と
を
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
（
医
学
部
附
属
病
院
）
「
よ
り
よ
い
白
血
病
治
療
ｉ
ｎ
金
沢
」
白
血
病
患
者
や
そ
の
家
族
、
ま
た
一
般
に
、
白
血
病
に
対
す
る
造
血
幹
細
胞
移
植
に
つ
い
て
説
明
し
、
個
別
の
ケ
ー
ス
も
含
め
て
質
問
に
答
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
造
血
幹
細
胞
移
植
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
、
最
新
の
移
植
術
で
あ
る
ミ
ニ
移
植
、
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
、
臍
帯
血
移
植
の
４
項
目
が
主
な
内
容
で
、
講
師
を
務
め
た
大
学
教
員
が
移
植
の
専
門
家
と
し
て
、
説
明
と
質
疑
を
行
っ
た
。
（
医
学
部
附
属
病
院
）
白
山
登
山
者
に
診
療
奉
仕
を
続
け
て
50
年
金
沢
大
学
医
学
部
の
白
山
診
療
班
（
班
員
は
学
生
、
Ｏ
Ｂ
の
医
師
含
め
て
約
３
２
０
人
）
は
、
学
生
と
活
動
に
積
極
的
な
Ｏ
Ｂ
が
中
心
と
な
っ
て
白
山
室
堂
の
一
室
で
７
、
８
月
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
中
に
登
山
者
へ
の
診
療
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
。
診
療
室
、
医
薬
品
と
運
営
費
は
石
川
県
環
境
安
全
部
と
「
白
山
観
光
協
会
」
が
提
供
し
、
医
師
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す
る
と
い
う
３
者
の
連
携
が
定
着
し
て
い
る
。
戦
後
新
設
さ
れ
た
金
沢
大
学
医
学
部
と
同
じ
く
ら
い
の
歴
史
が
あ
り
、
２
０
０
３
年
に
は
開
設
50
周
年
記
念
祝
典
を
催
す
こ
と
が
で
き
た
。
高
山
病
や
怪
我
が
主
な
症
状
で
、
年
間
約
２
０
０
〜
４
０
０
人
の
患
者
を
診
て
い
る
。
車
道
の
終
点
か
ら
約
６
㎞
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
重
症
者
に
は
県
警
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
要
請
す
る
こ
と
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
週
末
に
は
医
師
が
駐
在
で
き
る
よ
う
に
日
程
調
整
を
し
て
い
る
が
、
資
格
の
あ
る
医
師
が
不
在
の
時
に
は
診
断
・
投
薬
が
で
き
な
い
こ
と
が
悩
み
。
中
高
年
登
山
が
増
加
し
て
い
る
折
か
ら
、
診
療
所
の
存
在
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
（
医
学
部
）
